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『
宇
治
市
史
』
第
四
巻

が
い
よ
い
よ
二
月
十
五
日
一

に
刊
行
さ
れ
、
十
六
日
か
一

ら
販
売
を
開
始
す
る
こ
と

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｙ
Ｓ

に
な
り
ま
し
た
。

第
四
巻
で
は
、
明
治
維

新
か
ら
現
代
に
至
る
百
余

年
間
の
、
宇
治
市
双
の
近

代
の
発
展
の
足
跡
を
た
ど

り
、
そ
の
成
長
の
す
が
た

が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
い
Ｉ

ま
す
。
な
お
『
宇
治
市
史
一

』
は
引
き
続
い
て
、
地
区
。

ご
と
の
「
生
活
と
環
境
」

を
、
地
理
・
Ｍ
史
・
民
俗

の
諸
史
料
に
よ
っ
て
立
体

的
に
眺
め
よ
う
と
す
る
第

五
・
六
巻
Λ
地
区
編
Ｖ
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

一
ｓ
ａ
9
9
一
帰
一
Ｉ
ｓ

今
回
は
、
財
政
自
恣
丹
建
計
画
の

基
本
方
針
の
な
か
か
ら
、
総
括
的
事

項
と
歳
入
の
項
目
を
取
り
あ
げ
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
総
括
的
ｍ
で
は
、
次
の

六
項
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
方
針
を

掲
げ
て
お
り
、
議
会
、
行
政
、
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
財
政
自
主

再
建
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

○
地
方
行
財
政
制
度
改
革
の
迎
動

超
過
負
担
の
解
消
や
地
方
交
付
税

率
の
引
き
上
げ
、
税
源
の
再
配
分
、

不
公
平
税
制
の
是
正
な
ど
、
地
方
行

財
政
制
度
の
改
輩
運
動
を
、
国
に
対

し
て
さ
ら
に
強
力
に
推
進
す
る
。
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市の人口

（昭和53年2月1日現在）

41．940世帯

97世帯増

143，911人
72．573人

71，338人
398人増

世帯数

前月比

□
男
女
比

月
人
前

近
代
の
発
展
の
姿

浮
き
ぼ
り
に

③

0
住
民
自
治
の
確
立

市
民
の
地
域
活
勁
を
助
成
し
、
市

民
要
求
を
行
政
へ
反
映
さ
せ
、
市
民

の
行
政
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、

市
民
参
加
の
市
政
の
実
現
を
は
か

ありし日の巨椋池の投網風景

○
組
ａ
の
咳
付
等

市
の
行
政
組
織
の
統
廃
合
や
事
務

処
理
の
能
率
化
を
民
主
的
・
効
率
的

に
倹
討
し
て
い
く
。

ｅ
職
員
配
ａ
の
適
正
化

市
民
サ
ー
ピ
ヱ
の
向
上
、
行
政
執

行
の
効
率
化
、
緊
急
・
ｍ
点
眼
栞
実

掘
休
制
の
確
立
を
は
か
ら
た
め
、
職

貝
資
質
の
向
上
、
職
員
の
再
配
ａ
、

面積

67．2＆平方キロメートル

維
新
の
変
革

等
は
、
財
源
の
確
保
を
ま
っ
て
執
行

す
る
な
ど
、
歳
入
欠
陥
の
防
止
に
つ

と
め
る
。歳

入
の
目
標

つ
ぎ
に
、
歳
入
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
な
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

再
建
の
た
め
の
基
本
6
方
針

る
。

ｅ
人
口
の
社
会
的
珀
加
抑
制

土
地
利
川
計
画
を
策
定
し
、
宅
地

開
発
指
導
嬰
綱
を
強
化
ず
る
な
ど
、

自
然
ｍ
と
生
活
ｍ
の
調
和
を
は

か
り
つ
つ
、
人
口
の
社
会
幻
抑
制
に

つ
と
め
る
。

職
場
自
主
点
検
等
を
必
鯛
適
止
に
実

掘
す
る
。

ｏ
・
ｆ
ａ
の
効
率
的
執
行

財
以
構
造
を
改
普
し
、
収
文
の
均

衡
を
確
保
ず
る
た
め
、
紅
冨
的
文
出

は
経
常
的
財
．
以
に
よ
る
こ
と
を
Ｍ
ぶ

と
し
、
特
｝
一
一
財
．
源
を
と
も
な
’
つ
文
山

「
税
収
2
確
保
」

課
税
対
象
を
的
確
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
徴
収
成
疏
の
向
上
を
は
か

り
、
課
槐
の
公
平
と
収
入
の
ｍ
”

つ
と
め
る
。

・
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
未
申
告
者

の
調
汽
脱
岫
者
の
発
見
等
、
課

5
2
年
の
市
議
会
活
動

昭
和
五
十
二
年
中
に
提
出
さ
れ
た

議
案
は
合
計
一
二
八
件
で
、
そ
の
内

訳
を
み
る
と
、

☆
市
長
提
出
の
条
例
四
二
件
、
予
算

三
五
件
、
決
算
二
件
、
選
挙
選
任

五
件
、
そ
の
他
二
三
件

☆
議
員
提
出
は
条
例
一
一
件
、
意
見
書

一
七
件
、
決
議
二
件

と
な
っ
て
お
り
、
市
長
提
出
の
条
例

一
件
を
修
正
し
て
可
決
し
た
ほ
か
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま

す
。

資
本
主
義
と
産
業

税
客
体
の
把
握
に
つ
と
め
る
。

・
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
土
地

の
現
況
評
価
、
未
届
建
築
物
の
調

査
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

・
市
税
の
現
年
度
分
に
つ
い
て
は
、

自
主
納
税
思
想
の
啓
蒙
お
よ
び
口

座
振
替
制
度
の
普
及
に
つ
と
め
、

徴
収
率
の
向
上
を
は
か
る
。

・
市
税
の
滞
納
分
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
全
体
で
と
り
組
め
る
よ
う
な

対
応
策
を
と
っ
て
局
納
整
理
に
つ

と
め
税
負
担
の
公
平
を
は
か
る
。

・
市
内
で
買
わ
れ
た
タ
バ
コ
の
本
数

に
応
じ
て
宇
治
市
に
入
っ
て
く
る

タ
パ
＝
消
費
税
の
増
収
を
は
か
る

た
め
、
「
タ
パ
ｕ
ｒ
ｎ
ｓ

．
で
買
う

啓
ｍ
Ｗ
ｉ
」
を
恒

る
。

【
税
外
収
入
の
確
保
】

意
見
書
等
に
つ
い
て
昨
年
と
比
較

し
た
場
合
、
急
迫
し
た
地
方
財
政
危

檄
の
現
状
を
反
映
し
て
、
政
府
に
大

幅
な
財
政
措
ほ
を
求
め
る
も
の
が
増

え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
活
動
に
お
け
る
請

願
審
査
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で

し
た
。
昨
年
は
、
一
昨
年
と
同
様
に

市
民
か
ら
の
根
強
い
要
望
と
し
て
、

市
道
の
舗
装
等
の
都
市
建
設
、
お
よ

ぴ
校
舎
改
築
等
の
教
育
施
設
整
備
に

関
す
る
請
願
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ

大
戦
と
民
衆

適
正
料
額
へ
改
正
を
は
か
り
、
さ
ら

に
、
人
口
の
社
会
珀
抑
制
の
施
策
と

し
て
、
宅
地
開
発
等
に
関
す
る
指
導

要
綱
を
改
正
す
る
。

・
使
用
料
お
よ
ぴ
手
数
料
は
、
所
要

経
費
や
他
団
体
と
の
均
衡
を
考
慮

し
、
適
正
料
額
に
改
正
す
る
。

・
財
産
収
入
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
可
処
分
資
産
（
不
用
財
産
を

除
く
）
の
売
却
を
行
わ
な
い
。

・
宅
地
開
発
に
関
す
る
指
導
要
綱
等

に
基
づ
く
協
力
令
一
は
、
現
行
の
積

算
腿
礎
を
見
直
し
、
改
正
す
る
。

・
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
合

理
的
に
収
入
の
増
加
を
は
か
る
。

「
地
方
債
の
迎
川
」

公
債
賞
比
率
（
地
方
債
Ｈ
市
の
借

金
‐
の
返
ｍ
が
経
常
一
般
財
源
に

占
め
る
割
合
）
の
勁
向
を
み
な
が
ら

便
川
料
・
手
数
料
等
を
検
討
し
、
地
方
價
発
行
を
極
力
抑
制
す
る
。

一
一
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－
－
－
・
■
Ｓ
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1
月
の
委
員
会
活
動

現
代
の
動
向

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

請願審査の状況が
み
ら
れ
た
。
文
化
都
市
宇
治
市
の

誕
生
、
産
業
の
復
興
、
天
ケ
瀬
ダ
ム

や
喜
撰
山
ダ
ム
の
出
現
な
ど
、
戦
後

か
ら
現
代
へ
の
動
き
の
全
て
が
こ
こ

に
網
羅
さ
れ
、
部
落
解
放
、
用
山
城

水
害
、
工
場
公
害
な
ど
に
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
住
宅
的
衛
星
都
市
化
し
た

宇
治
市
の
現
状
と
、
新
し
い
都
市
像

を
求
め
た
「
総
合
計
画
の
策
定
」
を

説
き
、
最
後
に
宇
治
の
歴
史
を
総
括

す
る
結
章
Λ
未
来
都
市
へ
の
展
望
Ｖ

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

宇
治
市
の
歴
史
的
特
性
を
回
顧
し
、

宇
治
市
は
将
来
『
南
山
城
広
域
圏
の

核
心
』
た
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
都

市
構
想
を
打
ち
出
し
て
結
び
と
し
て

い
る
。

な
お
、
宇
槃
炎
第
四
巻
の
価
格

は
一
冊
四
千
円
で
す
。
市
民
編
さ
ん

室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ－1

ｌ

産経公民都建教市業済害生市設育政外計

提出数

採択

撤回

継続

43417145

23415124

11

2111

47

40

2

5

2
0
日
か
ら
臨
時
閉
鎖

仙
郷
山
粗
大
ご
み
処
分
地

仙
郷
山
粗
大
ご
み
処
分
地
は
、
搬

入
道
路
お
よ
び
埋
立
地
等
の
改
修
・

整
備
工
事
の
た
め
、
二
月
二
十
日
か

ら
四
月
十
日
ま
で
臨
時
閉
鎖
し
ま

す
。
こ
の
工
事
期
間
中
、
い
っ
さ
い

の
粗
大
ご
み
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
や
む
を
え
ず
、
ご
み
の

処
分
が
必
要
な
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
役
所
清
掃
課
の
窓
口
で
「
搬
入
指

示
書
」
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
、
城

南
衛
生
管
理
組
合
の
「
奥
山
不
燃
物

処
分
地
」
へ
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
清
掃
課
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
清
掃
課

（
⑩
三
一
四
一
番
）
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

ご婚礼衣裳なら

581

晴れの日のお着付から付添まで十

ク
ラ
ブ
美
容
室

宇
治
妙
楽
一
六
六
国

1 9
1
心
衣
押
汗

4 8

コスチューム・サービス

株式会社ワタベ衣裳店

〒602京都市上京区鳥丸出水

Ｐｈｏｎｅ．075・431・3141（大代表）

議
会
廠
だ
よ
り

財
政
自
主
再
建
計
画

宇
治
市
史

第
四
巻
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2月16日

～3月15日

忘
れ
ず
に
申
告
を

市
・
府
民
税
の
申
告

申
告
の
出
張
受
付

！

－

ｉ

―

ｊ

■

・
3
月
7
日
伊
勢
田
公
民
館

木
幡
公
民
館

・
3
月
8
日
東
宇
治
消
防
分
署

酉
大
久
保
集
会
所

・
3
月
9
日
太
陽
神
戸
銀
行

▽
時
間
は
、
ど
の
会
場
も
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
。
た
だ
し
、

太
陽
神
戸
銀
行
は
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で

（
市
民
税
課
）

値
下
り
傾
向

第
3
回
灯
油
価
格
調
査

店
頭
価
格
、
宅
配
価
格
と
も
、
三

ヵ
月
連
続
し
て
値
下
が
り
傾
向
－
‐
・
一

一
月
十
五
日
、
宇
治
市
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
第
三
回
灯
油
価
格
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
十
八
μ
あ
た
り

の
価
格
は
、
店
頭
脈
し
が
六
四
〇
円

か
ら
七
五
〇
円
、
配
達
料
込
み
の
宅

配
価
格
が
六
四
〇
円
か
ら
八
〇
〇
円

と
、
依
然
、
最
安
値
と
ｉ
Ｍ
ｆ
Ｍ
に
か

な
り
の
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
前
回
と
比
べ
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
、
坐
皿
店
と
も
に
値
下
げ
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
と
く
に
、
東

宇
治
地
域
で
値
下
げ
が
め
だ
ち
ま
し

た
。
市
内
の
平
均
価
格
は
、
店
頭
渡

し
が
六
九
五
円
六
〇
銭
、
宅
配
価
格

が
七
二
四
円
四
〇
銭
で
、
ど
ち
ら
も

前
回
の
調
査
よ
り
十
円
以
上
下
が
っ

て
い
ま
し
た
。

―

－

Ｉ

Ｉ

振
動
規
制
法
の
説
明
会

こ
の
ほ
ど
、
振
動
規
制
法
に
基
づ

く
規
制
地
域
に
宇
治
市
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
振
動
を
防
止
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
せ

ん
断
機
や
プ
レ
ス
、
織
機
な
ど
、

「
特
定
施
設
」
を
現
在
も
っ
て
い
る

特
定
工
場
は
、
三
月
一
日
以
後
、
宇

治
市
長
ま
で
使
用
届
を
出
す
こ
と
が

義
Ｓ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新

ら
た
に
特
定
施
設
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
場
合
も
、
同
じ
く
宇
治
市
長

ま
で
設
置
届
を
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
（
届
出
用
紙
は
、
市
役
所
の
環

境
保
全
課
に
あ
り
ま
す
）

そ
こ
で
、
こ
の
振
勁
規
制
に
つ
い

て
の
説
明
会
が
開
か
れ
ま
す
の
で
、

特
定
施
設
を
も
つ
特
定
工
場
の
閃
係

者
の
方
は
、
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
と
き
・
＝
2
月
2
4
日
（
余
一
）

午
後
2
時
～
4
時

▽
と
こ
ろ
ふ
ハ
御
山
町
中
火
公
民
館

（
久
御
山
町
役
場
横
）

※
な
お
、
特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て

も
、
作
業
を
二
日
以
上
行
う
場
合

は
届
出
が
必
要
で
す
。
次
号
で
く

ゎ
し
く
ぉ
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
環
境
保
全
課
）

ま
た
、
全
国
平
均
・
近
畿
平
均
と

比
べ
る
と
、
店
頭
価
格
は
両
平
均
価

格
よ
り
も
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
宅
配
価
格
は
、
全
国
平
均
よ
り

も
安
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
畿
平

均
よ
り
は
二
円
四
〇
銭
ほ
ど
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
灯
油
の
値
下
が

り
傾
向
は
、
暖
冬
異
変
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
比
較
的
あ
た
た
か
い
日
が
続

き
、
灯
油
の
消
費
量
が
少
な
か
っ
た

こ
と
と
と
も
に
、
円
高
に
よ
る
為
替

差
益
が
坐
皿
価
格
に
反
映
し
て
き
て

い
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
交
通
労
政
課
）

消防豆知識

映
画
の
つ
ど
い

市
内
で
、
こ
と
し
に
入
っ
て

早
く
も
四
件
の
建
物
火
災
か
発

生
。
う
ち
二
件
は
石
油
ス
ト
ー

ブ
の
取
り
扱
い
不
備
か
原
因
で

三
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
異
常

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
五
年
間
の
火
災
に
よ
る

死
亡
状
況
を
み
ま
す
と
、
四
十

八
年
が
二
人
、
以
後
毎
年
一
人

と
い
う
の
が
実
態
で
、
一
ヵ
月

間
に
集
中
し
て
三
人
か
死
亡
す

る
と
い
う
事
態
は
、
宇
治
市
始

ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
す
。

死
者
を
出
し
て
い
る
火
事
は

防火のかまえ

いっそうひきしめて

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い

石
油
ｙ
ト
ー
ブ
は
、
三
月
中
ご
ろ

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
庭
で
使
わ

れ
ま
す
。

特
に
、
次
の
1
0
ポ
イ
ン
ト
に
注
意

午
後
2
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
・
・
市
民
会
館

▽
題
名

・
「
飾
り
馬
」
・
・
・
一
体
一
体
仕
上
げ

ら
れ
て
ゆ
く
美
し
く
た
く
ま
し
い

飾
り
馬
の
製
作
工
程
を
、
忠
実
に

記
録
（
カ
ラ
ー
作
品
2
4
分
）

・
「
ろ
う
型
」
・
・
・
ろ
う
に
よ
る
原
型

い
ず
れ
も
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に

火
が
つ
い
た
ま
ま
給
油
し
て
い

る
な
ど
、
取
り
扱
い
に
ち
ょ
っ

と
注
意
す
れ
ば
防
げ
た
も
の
か

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
私
の
家
か
ら
は
火
を
出
し

ま
せ
ん
’
を
合
い
言
葉
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
火
の
扱
い
に

注
意
し
て
、
貴
重
な
生
命
と
財

産
を
守
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。宇

治
市
長
島
田
正
夫

宇
治
市
消
防
長
森
本
周
司

し
、
正
し
く
、
安
全
に
使
用
し
ま
し

ょ
う
。

〔
1
0
の
ポ
イ
ン
ト
〕

山
火
の
つ
い
た
ま
ま
の
ス
ト
ー
ブ
の

持
ち
運
ぴ
は
、
絶
対
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

0
白
灯
油
を
入
れ
る
と
き
は
、
火
を

完
全
に
消
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ

う
（
二
、
三
分
間
は
火
が
つ
い
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
を
）

倒
ふ
す
ま
、
カ
’
‐
テ
ン
な
ど
、
燃
え

や
す
い
も
の
の
そ
ぱ
で
は
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
・

倒
洗
履
物
や
布
団
な
ど
は
、
ス
ト
’
。

プ
で
か
わ
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

㈲
油
も
れ
や
、
調
子
の
わ
る
い
ス
ト

ー
プ
は
、
完
全
に
修
理
し
て
か
ら

使
い
ま
し
ょ
う

㈲
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
取

り
扱
い
ま
し
ょ
う

帥
出
入
口
や
通
路
な
ど
で
は
使
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

㈲
器
具
の
手
入
れ
や
点
検
を
必
ず
し

ま
し
ょ
う

㈲
と
き
ど
き
換
気
し
、
空
気
を
入
れ

か
え
ま
し
ょ
う

帥
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
耐
震
自
動
消

火
装
置
の
つ
い
た
も
の
を
使
い
ま

し
ょ
う
（
宇
治
市
で
は
、
昭
和
5
4

年
2
月
1
日
か
ら
は
耐
震
自
動
消

火
装
置
の
つ
い
た
ス
ト
ー
ブ
し
か

使
用
で
き
ま
せ
ん
Ｉ
宇
治
市
火
災

予
防
条
例
）

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

し
、
美
し
い
飾
り
箱
や
盆
な
ど
の

す
ぐ
れ
た
作
品
を
製
作
す
る
工
程

を
記
録
（
カ
ラ
ー
作
品
2
7
分
）

（
公
民
館
）

Ａ
型
Ｈ
Ｉ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本

に
も
上
陸
。
お
隣
り
の
大
阪
府
や
滋
賀
県
で
も
ウ
ィ
ル
ス

か
検
出
さ
れ
、
今
後
、
ま
す
ま
す
広
が
り
そ
う
な
気
配
を

み
せ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
内
で
も
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
か
ど
う

か
は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
に
な
っ
て
、
三
室
戸

小
や
御
蔵
山
小
、
木
幡
中
な
ど
で
、
カ
ゼ
に
よ
る
学
級
閉

鎖
か
あ
い
つ
い
で
い
ま
す
。

み

ん

な

で

う

が

い

▼
宗
に
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

▼
保
温
と
栄
養
に
十
分
注
意
し
、
過
労
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

▼
暴
飲
暴
食
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
風
邪
の
症
状
か
出
た
ら
、
早
め
に
医
師
の
診
療
を
受
け

休
養
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
伝
染
を
防
ぐ
た
め
、
マ

ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

（
写
真
は
菟
道
幼
稚
園
で
）

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
要
望
に
も
と
づ
き
、
各
種

講
座
・
教
室
を
開
設
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
に
参
加
さ
れ
た
人
が

中
心
と
な
っ
て
、
現
在
、
十
五
の
公

民
館
サ
ー
ク
ル
が
作
ら
れ
、
自
主
的

な
居
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
の

活
動
を
順
次
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
新

し
く
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

各
連
絡
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

練
習
に
熱
中
。
思
い
き
り
汗
を
流
し

な
が
ら
、
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
、

技
術
の
向
上
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
、
約
二
十
曲
を
会
員
が

お
互
い
に
指
導
し
合
い
な
が
ら
行
な

っ
て
き
ま
し
た
。

体
力
が
低
下
し
て
い
る
昨
今
、
美

容
と
健
康
の
た
め
に
も
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
み
な
さ
ま
方
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
ご
希
里
の
方
は
、
「
上
ば
き

」
ご
持
参
の
う
え
、
会
場
へ
直
接
お

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

同
好
会

昭
和
五
十
一
年
度
に
公
民
館
の
主

催
で
開
か
れ
た
「
レ
ク
ジ
ェ
ー
μ
’

ン
教
室
」
に
参
加
し
た
者
が
、
今
後

も
目
主
学
習
を
続
け
て
い
こ
う
と
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。

会
員
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
七
名

で
、
同
好
者
の
親
睦
を
図
り
、
健
全

な
レ
ク
ジ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

体
力
づ
く
り
に
励
み
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
そ
う
と
、
毎
月
二

回
（
第
一
日
限
日
・
第
三
土
曜
日
）

午
後
1
時
半
～
4
時
半

○
第
三
土
曜
日
・
＝
市
民
会
館
三
階

午
後
7
時
ｙ
9
時

▽
会
費
＝
一
月
額
二
〇
〇
円

た
だ
し
、
中
学
生
以
下
と

臨
時
会
員
の
方
は
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

岡
井
克
巳
（
小
倉
町
天
王
8
、
電

話
妙
3
5
5
0
番
）
ま
た
は
、
宇

治
市
公
民
館
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
．

3
3
）
ま
で

一

（
公
民
館
）

土曜日10：00～21：00

茶道裏千家

2，000円）

流

☆月謝2，500円（小学生☆材料費は1，000円

華道未生

①9：30～11：30水曜日②14：00～16：00

③19：00～21：00
ｋ曜Ｈ凱謡コ謡押“゛“゛““゛声涙靴｜？馳

ｔＣＰ／Ｊｌｌ冲・ロ分校）1☆月Ｉｌｌ－3．000円

☆月謝2，500円☆材料費は実費西川宗緑（甘利方）費21－3339

（総桐琴50，000円から）三味線

］で箔昌驚21－3516

☆入会金1，500円☆月謝3，
☆週ｌ回2時間で3ヶ月（12回

指導責任者

雪21－甘利淳恵
ｉ細層層層層細細層層細細細層層層細細

コーヒーの店『たしヽむｊｚ覗辻仙商事文化教室
宇1台討ｉ宇ｉ台女少弟28

京都銀行宇治支店前

582
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